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1.ストレージプール機能 
 

ZettaSuite は ZFS によりストレージを管理します。本マニュアルには ZettaSuite での NAS 共有作成(SMB/NFS)ついて説

明いたします。 

 

1-1.ストレージプールと NAS 共有（DataSet） 

ZFS では、「ファイルシステム」をプールから切り出します。 

 

個々のファイルシステムでは容量を設定する必要はなく (後述の「属性値」によって設定することも可能)、同じプールに属

するファイルシステム全体で、そのプールの容量を共有します。 

 

すなわち、特に容量を指定しない限りは、ファイルシステムサイズの上限は、プールサイズとなります。ファイルシステムに

格納するデータの量が増えても、プールから容量が自動で割り当てられます。 

 

従来の RAID ボリュームとファイルシステムを合わせたものがプール、従来のディレクトリが ZFS のファイルシステムとなっ

ています。 

 

プールの容量が足りない場合は、システムから認識できる物理ストレージを追加し、プールに追加することで、プールに属

するファイルシステムすべてがそのストレージの容量を使用できます。 

 

NAS 共有では、ストレージプールに dataset を設定して、SMB、または、NFS の共有を作成します。 

 

SMB 共有のユーザ認証では、ユーザとグループを使用するために、Active Directoyr とローカル認証（LDAP）のいずれか

を利用することができます。（両方を選択することはできません） 

 

ストレージプール(Zpool)

Data Group (RAID-Z) Data Group (RAID-Z) Write Log Read Cache

Data Group (RAID-Z)

Data Groupの追加することで、ス
トレージを容量を増やせます。

DataSet (SMB/NFS Share)

Quota設定無しのとき
共有フォルダ＝プール容量

Zvol(iSCSI/FC)

容量(Size GiB)を指定

シン、または、シックプロビジョ
ニングを設定
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1-2.NFS サービスの有効化 
この機能を使用すると、ネットワークファイルシステム（NFS）サービスを有効/無効にします。 

NFS スレッド数を設定できます。この NFS サーバーにアクセスしているクライアントの数が多く、その操作に多少の遅延が

発生している場合は、スレッドのカウント数を増やすことができます。 

 

[Storage Settings] → [NAS Settings] → [NFS]を選択します。 

 

 
 

1-3.SMB サービスの有効化 
この機能を使用すると、SMB サービスを有効/無効にすることができます。 

 

[Storage Settings] → [NAS Settings] → [SMB]を選択します。 

 

 
 

必要に応じて、以下のオプションを、SMB サービスに設定することもできます。 

 

hide special folders  このオプションは、MAC OS / OSX システムによって作成された特別なフォルダを非表示に 

します。このオプションを有効にすると、ユーザは SMB プロトコル経由で MAC OS / OSX シ

ステムファイルを表示しません。注：これにより、ユーザが同じ名前のファイルやフォルダを

作成することもできなくなります（たとえば、「ネットワークゴミ箱フォルダ」というファイルを作

成することはできません）。 

 

unix extensions  このパラメータは、Samba が HPの定義に従って CIFS UNIX 拡張を実装するかどうかを制 

御します。これらの拡張機能により、Samba は、シンボリックリンク、ハードリンクなどの機能

をサポートすることにより、UNIX CIFS クライアントにより適切にサービスを提供できるように

なります。 

 

vfs_fruit   vfs_fruit モジュールは、Apple SMB クライアントとの拡張された互換性を提供し、AFP 及び 

SMB を介した OS X クライアントからの同じデータセットへのアクセスに関する最も一般的な

課題に対処します。ファイル/レコードのロック、Apple によって導入されたエンコード、特に

Finder メタデータへのアクセスおよびリソースフォーク。このモジュールを使用すると、AFP

および SMB のパフォーマンスと統合を改善できます。 

store DOS attributes このパラメータを設定すると、DOS のファイル属性は UNIX ファイルシステム上で、各ファイ 

ルやディレクトリに割り当てられた拡張属性の領域に格納されます。 
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Oplocks  クライアントによるネットワークファイルキャッシングを制御することによってパフォーマンス 

を向上させるように設計されたロックメカニズムです。 

 

level2 oplocks  排他的 OpLock がクライアントによって保持され、ロックされたファイルがサードパーティによ 

  って開かれた場合、クライアントは他のクライアントの書き込み/読み取りアクセスを許可す

   るために、排他的 OpLock を放棄する必要があります。次に、クライアントはサーバーから 

   「レベル 2 OpLock」を受信します。レベル 2の OpLock は、読み取り要求のキャッシュを許 

   可しますが、書き込みキャッシュを除外します。 

 

kernel oplocks  キャッシュされているファイルをプロセスが開こうとしたときにサーバーに通知するパラメー 

   タ。このパラメータ、サーバーで有効な oplock を使用して UNIX と Windows の間でファイル

   を共有することを目的としています。プロセスは、Windows クライアントによって OpLocked 

   （キャッシュ）されているファイルを開くことができ、サーバープロセスは oplock ブレークを送

   信しないため、ファイルがデータ破損のリスクにさらされます。カーネルの oplocks パラメー

   タにより、サーバーは oplock ブレークを送信できます。 

 

smb2 leases  SMB2 プロトコルを使用すると、クライアントは、SMB1 および SMB2 oplock で許可されてい 

   るキャッシュを超えて、ローカルでファイルを積極的にキャッシュできます。 SMB2 リース 

   は、SMB2 接続のトラフィックを大幅に削減できます。 

 

   MAC OS/OSX system files: 

   .DS_Store(:2eDS_Store), 

   .AppleDouble, 

   Temporary Items, 

   Network Trash Folder, 

   TheFindByContentFolder, 

   TheVolumeSettingsFolder, 

   .AppleDesktop, 

   .AppleDB, 

   Icon?, 

   .VolumeIcon.icns(:2eVolumeIcon.icns), 

   .FBCIndex(:2eFBCIndex), 

   .FBCLockFolder(:2eFBCLockFolder), 

   desktop.ini, 

   RECYCLER. 

 

 Superusers  スーパーユーザとして扱うことができるユーザを選択できます。スーパーユーザは、他のユ 

   ーザが所有するフォルダやファイルの所有権を取得する権限を持つユーザです。これらの 

   権限は、管理者が他のユーザが作成したフォルダまたはファイルのアクセス権限（ACL）を 

   変更する場合に役立ちます。スーパーユーザ権限により、ユーザは新しいファイルを変更、

   削除、および共有に追加できます。これには、スーパーユーザが所有権を持たないものも 

   含め、すべてのファイルとディレクトリが含まれます。 
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1-4.SMB Active Directory 認証 
この機能により、既存の Active Directory サーバーに接続できます。この接続のステータスを観察し、ユーザとグループが最

近同期されたかどうかを確認することもできます。 

 

[User Management] → [Share users/groups] → [Active Directory (AD) server authentication]を選択します。 

 

 

 

AD server authentication status では、以下を確認できます。 

 

Connection AD サーバーに接続しているかどうかを示します。 

Users/groups list ユーザとグループのリストが最後に同期されたのはいつか、またはそれらが同期されているかどうかを

  示します。 

  ユーザとグループは 2 時間ごとに Active Directory サーバーと同期されます。 「Synchronize」ボタンを

  使用して、同期を手動で開始することもできます。 

 

AD server authentication settings を使用するには、次のフィールドに入力する必要があります。 

 

Realm, 

Server IP, 

Administrator name, 

Password. 

 

パスワードに下記を含めることはできません。 

特殊文字 ' " ` ^ & $ # ~ [ ] \ / | * 

スペース, 

12 文字未満、17 文字以上 
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1-5.SMB LDAP 認証（ワークグループ） 
Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）を使用して、ローカルユーザ、ローカルグループ認証設定を設定することがで

きます。 

 

[User Management] → [Share users/groups] → [Lightweight Directory Access Protocol (LDAP)]を選択します。 

 
LDAP ドメイン名を設定します。変更の必要がなければ、デフォルト（dc=internal,dc=lan）のまま利用します。LDAP のパスワー

ドを入力して、Apply を押下します。 

 

LDAP domain name 名前は「dc =」で始まり、英数字（a-zA-Z0-9）のみを含む必要があります 

 

Password  パスワードの最小長は 6 文字です 

 

LDAP 資格情報を使用して特定の共有をマウントする場合は、次の構文を使用してください[「ユーザ名」はワークグループと

実際のユーザ名で構成する必要があります]。 

 

 Accessing share \\server_ip\share_name 

 Username  workgroup\username 

 Password  secretpass 

 

データベース内の新しいユーザごとに、一意の ID（UID）が割り当てられます。 

 

同様に、GID が新しいユーザグループに割り当てられます。割り当てられた UID または GID は、ユーザまたはユーザグルー

プがデータベースに存在しなくても、データベースがリセットされるまで再利用できません。 

 

899999 の一意のユーザ（UID）と 99486 の一意のユーザグループ（GID）を作成できます。 
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1-6.SMB LDAP 認証（ワークグループ） ユーザ追加、変更 
LDAP を有効していると、[User Management] → [Share users/groups] → [Share users and group]欄に 

[＋Add User] のボタンが追加されます。 

 
Aｄｄ User を選択します。 

 
ここで、新しいユーザの名前とパスワードを設定できます。 

 

Name  「a-z A-Z」の文字で始まり、「a-z A-Z 0-9 _。@-」の文字が後に続きます。 

 

パスワード  パスワードの最小長は 6 文字です 

 

 [User Management] → [Share users/groups] → [Share users and group] → 任意のユーザー  → [Options] → [Edit]

を選択するとユーザ設定の変更ができます。 
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1-7.SMB LDAP 認証（ワークグループ） グループ追加、変更 
LDAP を有効していると、[User Management] → [Share users/groups] → [Share users and group]欄に 

[＋Add group]のボタンが追加されます。 

 
Aｄｄ group を選択します。 

 

新しいグループの名前を設定ができます。 

 

Name 「a-z A-Z」の文字で始まり、「a-z A-Z 0-9 _。@-」の文字が後に続きます。 

 

[User Management] → [Share users/groups] → [Share users and group] → 任意のグループ  → [Options] → 

[Edit]を選択するとグループに所属するユーザーの変更ができます。

 

 

  



 

8 

1-8.共有 NAS ボリューム(dataset)オプション 
ZettaSuite では、共有ストレージとして NFS と SMB（CIFS）をサポートしています。 

共有ストレージは、dataset と呼ばれます。通常、共有名（Name）の設定以外をデフォルトで作成すること可能ですが、ご利

用環境に応じて、共有設定用のボリュームパラメータとして次の設定することができます。 

[Storage] → [Shares] → [+Add dataset]を選択します。 

 

Name   データセットの名前。「a-z, A-Z, 0-9, . : _ -」が入力可能です。 

 

Deduplication (重複排除) 以下のオプションが設定可能です。 

 

   Disabled(default) 無効(デフォルト) 

 

    On  「sha256」です。 

 

    Verify  「sha256、verify」です。 

      すべての着信ブロックと複製の疑いがあるものを完全に比較して、そ

     れらが実際に同じであることを確認するオプションです。 

 

    Sha256  2 つの異なる入力を指定して同じ出力を行う操作を実行します。 

      2 つのブロックが同じチェックサムを持っている場合、実際には同じブ

     ロックであると想定するのが妥当です。 

 

    Sha256, Verify ハッシュの衝突を検出および修正する機能を有効にしますが、これ 

     は非常にシステム集約的であり、カジュアルな使用には推奨されま 

     せん。  
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Compression  (圧縮)  いくつかのデータ圧縮方法があります-ドロップダウンリストに使用可能なすべての方法が 

   表示されます。 

 

    圧縮なし 

 

   Gzip  1～9 の標準レベルがサポートされています。1 は可能な限り高速で、圧縮は最

    小限で、9 は可能な限り圧縮されますが時間を要します。 

 

    Lzjb  ほとんどの Lempel-Ziv アルゴリズムの標準である、圧縮率の高い高速な方法 

    です。 

 

    LZJB パフォーマンスと圧縮の点で最高の結果を提供します。 

 

    Zle  非常に高速な圧縮方式で、非常に軽い圧縮率です。 

 

    lz4(default) lzjb より高速でスマートな代替です。 

 

Recordsize   ファイルシステム内のファイルの推奨ブロックサイズを指定します。 

    次から選択できます 4、 8、 16、 32、 64、 128、 256、 512 [KiB]および 1MB 

 

   このプロパティは、固定サイズのレコード内のファイルにアクセスするデータベースワークロ

   ードでのみ 使用するために設計されています。  

 

   ZFS は、一般的なアクセスパターン用に最適化された内部アルゴリズムに従って、ブロック

   サイズを自 動的に調整します。 

 

   非常に大きなファイルを作成するが、小さなランダムなチャンクでアクセスするデータベース

   の場合、これらのアルゴリズムは最適ではない可能性があります。 

 

   データベースのレコードサイズ以上のレコードサイズを指定すると、パフォーマンスが大幅 

   に向上する可能性があります。 

 

   このプロパティを汎用ファイルシステムに使用することは強く推奨されておらず、パフォーマ

   ンスに悪影響を与える可能性があります。 

 

    ファイルシステムのレコードサイズを変更すると、その後作成されるファイルにのみ影響しま

   す。既存のファイルは影響を受けません。 
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Write cache sync requests  ZFS の同期。デフォルトでは、標準に設定されています。 

 

    sync=standard 

    同期ファイルシステムトランザクション（fsync、O_DSYNC、O_SYNC など）が書き出されます。

   （インテントログに書き込まれ、次に書き込まれたすべてのデバイスがフラッシュされて、デ 

   ータが安定します（デバイスコントローラーによってキャッシュされません）。 

 

    sync=always 

    非常に慎重な場合、すべてのファイルシステムトランザクションが書き込まれ、システムコー

   ルリターンによって安定したストレージにフラッシュされます。 

    これには明らかにパフォーマンス上の大きなペナルティがあります。 

 

    sync=disabled 

    同期リクエストは無効です。ファイルシステムトランザクションは、次の DMU トランザクション

   グループのコミット時に安定したストレージにのみコミットされます。 

    このオプションは最高のパフォーマンスを提供します。 

    ただし、ZFS はデータベースや NFS などのアプリケーションの同期トランザクション要求を 

   無視しているため、非常に危険です。 

    現在アクティブなルートまたは/ var ファイルシステムで sync = disabled を設定すると、仕様

   外の動作、アプリケーションデータの損失、リプレイ攻撃に対する脆弱性の増加を招く可能

   性があります。 

    このオプションは、ZFS のディスク上の一貫性に影響しません。 

 

Write Cache sync request handling (log bias)  

    このプロパティを使用して、特定のデータセットの同期リクエストの処理に関するヒントをシス

   テムに提供します。  

 

    デフォルト値は、ログデバイスの書き込み（レイテンシ）です。ほとんどの構成では、デフォル

   ト値が推奨されます。 

 

    Write log device（latency） プールの個別のログデバイス（存在する場合）を使用し 

      て、低レイテンシでリクエストを処理します。 

 

    In pool（throughput）  システムはプールの個別のログデバイスを使用しませ 

      ん。 

       代わりに、グローバルプールのスループットとリソースの 

      効率的な使用のために同期操作を最適化します。 

       デフォルト値は、ログデバイスの書き込み（レイテンシ）で

      す。 

 

       ほとんどの構成では、デフォルト値が推奨されます。 

Read cache (Primary, ARC) scope  

    一次キャッシュ（ARC）にキャッシュされるものを制御します。 

 

    All (default) ユーザデータとメタデータの両方がキャッシュされます。 

 

    None  ユーザデータもメタデータもキャッシュされません。 

 

    Metadata  メタデータのみがキャッシュされます。 

 

Read cache (secondary, L2 ARC) scope 

    二次キャッシュ（L2ARC）にキャッシュされるものを制御します。 

 

    All (default) ユーザデータとメタデータの両方がキャッシュされます。 

 

    None  ユーザデータもメタデータもキャッシュされません。 

 

    Metadata  メタデータのみがキャッシュされます。 
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Access time 

    ファイルの読み取り時にファイルのアクセス時間を更新するかどうかを制御します。 

 

    Disabled (default) / Enabled  このプロパティを Disabled にすると、ファイルの読み取り 

      時に書き込みトラフィックが生成されなくなり、パフォーマ 

      ンスが大幅に向上しますが、メーラーやその他の同様の

      ユーティリティが混乱する可能性があります。 

 

Enable quota 

    データセットとその下で利用できる容量を制限します。 

 

    このプロパティは、使用される容量に強い制限を課します。 

    割り当ては予約より少なくすることはできません。 

 

Include snapshots and clones 

    スナップショットとクローンを含む、消費するすべての容量が含まれます。 
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1-9.共有 NAS ボリューム(dataset)の追加と編集 
[Storage] → 対象 Pool → [Shares] → [+Add dataset]を選択します。 

 
 

dataset の設定オプションが表示されます。 

 

Apply を押下するとデータセットが作成されます。 

 

dataset の設定変更は Options から Edit dataset により可能です。 
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1-10.NFS 共有の作成追加例（Share wizard） 
[Storage] → 対象 Pool → [Shares] → [Dataset] → [Option] → [+Add share]を選択します。 

 
共有設定(share)のウィザードが起動されます。 

Name 欄に共有名を入力します。 

 

Path 欄に、データセット配下の子ディレクトリ名を入力します。 

(データセット全体を共有したい場合は、この入力を空のままにします) 

 

共有名には、以下の文字が使用できます。 

a - z A - Z 0 ? 9 . : _ - 

 
 

次に NFS/SMB の共有を有効化にします。有効にすると次の表示があります。 

 

必要に応じて設定します。 

 

path を確認します。 

 

Read access IPs、Read/Write access IPs を設定します。 

 

Additional options  

 Insecure connections 

 Synchronous data record (デフォルトチェック) 

 Insecure lock requests 

 All squash 

 No root squash 
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User/ group access は NFS では利用しません。 

Summary を確認後、Add を押下すると共有が追加されます。 
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1-11.SMB 共有の作成追加例（Share wizard） 
[Storage] → 対象 Pool → [Shares] → [Dataset] → [Option] → [+Add share]を選択します。 

 
 

共有設定(share)のウィザードが起動されます。 

 

Name 欄に共有名を入力します。 

 

Path 欄に、データセット配下の子ディレクトリ名を入力します。(データセット全体を共有したい場合は、この入力を空のままに

します。) 

 

共有名には、以下の文字が使用できます。 

a - z A - Z 0 ? 9 . : _ - 

 

 
 

次に SMB の共有を有効化にします。有効にすると次の表示があります。必要に応じて設定します。 

 

Read only  このオプションを使用すると、共有への読み取り専用アクセスを構成できます。 

 

Visible   このオプションは共有を表示します 

 

Handling large directories このオプションを使用すると、ファイルの一覧表示を大幅に高速化できます。 

 

   前提条件は、すべてのファイルとディレクトリの名前を小文字または大文字に排他的に変換

   することです。 

 

User access permissions AD と連携、または、LDAP 認証（ワークグループ）を行う場合は、"Users with password"を 

   選択します。 

 

   パスワード無しでアクセスされたい場合は、デフォルトの"Guest (anyone without  

   passworsd)"を選択してください。 

 

Inherit permissions  このオプションをオンにすると、新しいディレクトリは親ディレクトリのモードを継承し、新しい

   ファイルは親ディレクトリから読み取り/書き込み権限を継承します。 

   このオプションは、多数のユーザがいる大規模なシステムで特に役立ち、単一の[homes]共

   有を各ユーザが柔軟に使用できるようにします。 
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Map ACL inherit  このオプションは、SAMBA が Windows ACL に格納されている「inherit」および「protected」 

   されたアクセス制御エントリフラグを拡張属性にマッピングするかどうかを制御します。 

   このオプションにより、Windows ACL エディターは Samba POSIX ACL マッピングコードで継

   承を正しく使用できます。 

 

設定（確認）後、"Next"ボタンをクリックします。 

 

 
 

User access permissions で Users with password  を設定した場合は、、User/ group access でユーザならびにグループの

アクセス権を設定します。 

 
 

Summary を確認後、Add を押下すると共有が追加されます。 
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1-12.共有(share)の変更操作 
設定した内容の変更は、[Storage] → 対象 Pool → [Shares] → 対象 Dataset → [Option] 

から設定内容の変更が可能です。 

 
 

1-13.共有(share)の削除 

[Storage] → 対象 Pool → [Shares] → メインとデータ複製設定をしている対象 Dataset → [Option]  

「Remove backup task」を選択します。 

→ 

 

上記確認画面が表示されますので「Yes」をクリックします。 

すると、メイン側とのデータ複製設定が削除されます。 
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